
(１) 授業・実習の実施方針について

【授業について】

授業・実習の実施方針に関して、現時点で変更はなく、後期より開始した「対面授業」と「特別授業(遠隔等)」

の併用を継続します。

ただし、さらなる感染拡大が確認された場合は、対面授業を中止するなど、必要な措置を講じる場合があります。

また、学外実習においては、実習先施設・機関の方針に基づき、本学と協議の上、実習の延期等を行う場合が

あります。

【中部学院ポータルの確認】

授業・日程や感染症対応等の緊急連絡は、中部学院ポータルを通して

行います。

毎日、「中部学院ポータル」を確認しましょう。
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新型コロ ナ ウ ィ ル ス感染症 ( C O V I D - 1 9 )拡大防止

授業等の実施方針について＜緊急連絡＞

本学では、新型コロナウイルス感染症(COVID-19)拡大防止に向けて、学生と教職員の安全と健康を最優先
事項に取り組みます。
すでに各報道の通り、10月下旬から新型コロナウイルス感染症の新規感染者数の増加が始まり、全国では、感
染者数が過去最多となるなど、予断を許さない状況です。
学生・保護者のみなさまにおかれましては、今一度、感染症の拡大防止に向けて、次の点に注意してください。
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(２) 感染リスクが高まる場面について
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【昼食・学外での飲食】

飲食時は、マスクを外すため感染リスクが高まります。学

内では食事中の会話は控えましょう。

また、学外においても大人数や長時間(1時間以上)に

およぶ飲食は行わないでください。
【休憩・運動(課外活動)時】

休憩時間や運動(課外活動)時間中も、大きな声、

近距離での会話は控えましょう。

また、イベント、スポーツ観戦などでは、大声を出す

行動を控えてください。【旅行・移動】

基本的感染対策が不十分と思われる場所への立入は

絶対に避けてください。特に、感染警戒レベルの高い地域

(東京、他）への旅行の際は、細心の注意を払って下さい。

旅行先から帰着してから２週間はより注意を払い自身

の健康管理を行ってください。

発熱や明らかな体調不良ではなくても「いつもと違う体

調」を感じたら、無理して外出(登校)せず、「感染症相談

窓口」もしくは、もよりの医療機関に相談しましょう。



【換気の徹底について】

気温が低下していますが、感染症の拡大防止には換気が大切です。自宅・学外においても換気を徹底しましょう。

学内では、教室・実習室の他、キャンパス内は2カ所以上、窓・出入口を開放し、換気します。窓・出入口が閉
まっている場合は、2カ所以上の開放に協力してください
なお、気温が著しく低い日や激しい降雨の日などで常時換気が難しい場合は、授業中、換気のタイミングを放送で
お知らせします。放送にしたがって、5分～10分程度、換気してください。

【手指消毒の徹底・マスクの着用】

大学に登校した際に、最初に必ず手指消毒を行いましょう。

休み時間、特に昼食の前後は、ハンドソープによる手洗い、もしくは消毒液等で手指消毒を必ず行ってください。

キャンパス内・スクールバス乗車中は、常にマスクを着用してください。

【健康状態に不安がある場合】

体温が高いなど、健康状態に少しでも不安がある場合は、対面授業には出席せず、「感染症相談窓口」(下部)
に相談してください。詳しくは、「新型コロナウイルス感染症－対応指針－」を参照してください。

【健康管理チェックシート】

毎日、登校前に必ず「健康管理チェックシート(第2版)」に検温結果・体調等を記録ください。なお、授業中や登

校時に、記録経過を教職員が確認する場合があります。登校の際は記録用紙を持参してください。

※１：これまで使用したインターネット版「健康管理チェックシート」は廃止します。

※２：記録用紙は学生課・教務課・各務原事務課のカウンターに用意しています。

※３：自宅における検温を忘れたり、登校後に体調の変化を感じた場合は、保健室に必ず相談してください。

※１：熱中症にならないように水分補給をしましょう。

※２：屋外で人と十分な距離(少なくとも２m以上)が確保できる場合には、マスクを外しても差し支えありません。

学生・保護者のみなさまの感染症に関するご相談は、「感染症相談窓口」まで。

中部学院大学・中部学院大学短期大学部 〒501-3998 岐阜県関市桐ヶ丘２丁目１番地

TEL. 0575-24-9308 E-mail. support@chubu-gu.ac.jp
感染症

相談窓口

※休日・祝日は、メールでご一報ください(15：00まで受付)。メール受付後、遅くとも翌々日までに返信・電話連絡します。メールの本文に①学生
氏名（学籍番号）②緊急連絡先(携帯電話番号) ③相談内容(簡単で結構です）記載してください。

【症状】 息苦しさ、強いだるさ、高熱等の強い症状のいずれかがある場合(基礎疾患がある場合や軽い症状でも4日以上、

症状が続く場合を含む)

①自宅で安静にし、医療機関を受診する場合を除き外出しない。
②本学「感染症相談窓口」に報告（相談）する。又は、最寄りの保健所（帰国者・接
触者相談センター）に連絡する。
③上記の理由で「対面授業」を欠席した場合は「公認欠席」として取り扱います。
※公認欠席とは欠席による学習上の支障が軽減されるように配慮する取扱です。

★感染症による体調不良以外で、心配事や精神的に辛い状況にある人は遠慮無く、学生相談室(保健室)をご利用下さい。


